
近年、臨床現場がOCTに求める要素が増加したのと同時に、OCTの多機能化が進んでいま
す。網膜・脈絡膜・硝子体、緑内障関連、眼循環関連等々、OCTは様々な部位の観察と解析が1
台で行える検査機器へと進化してきました。
しかしながらその反面、どの機種も同じような機能が搭載され、機種の差別化が難しくなりつ
つあります。
そこで今回は、その様な現状に一石を投じるべく、ハイデルベルグエンジニアリング社スペク
トラリスの「伸びしろ」にスポットを当て、その潜在能力を探るためのセミナーを企画しました。
まずは森先生に基本性能である造影とOCT同時撮影、同時読影の重要性を、平野先生には
OCT Angiographyの特長を、尾花先生にはマルチカラーを用いた、青/緑2波長による黄斑
色素密度（MPOD）を計測した新たな知見をお話して頂く予定です。基本性能から新機能まで
スペクトラリスの能力をご紹介します。
皆様のご参加をお待ちしています。
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